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議長を務めた坂井智宏さん（基幹労連）

第66回地方委員会 牧野会長あいさつも
視聴できます。

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』

チャンネル登録もお願いします！

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第353号 2020年７月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

第353号� 2020.７.15

７月の主な活動

	 3日	第8回非正規労働
		 　　センター会議

	 4日	第3回地協代表者会議

		 にいがたユニオン
		 　　第26回定期大会

	 8日	食と環境ネットワーク
		 　　　　　　幹事会

	 9日	第9回四役会議

	13日	土曜相談会

	15日	政策委員会・研修会

	21日	第9回執行委員会

	27日	連合総対話活動第2弾

【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】
☆回答・妥結報告があった組合240組合（50,773名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2020額・率」と「2019額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式 【 回答・妥結集計】

集計組合
2020 2019実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 122 36,412 4,963 1.90 3,931 1.62 5,232 2.03 4,363 1.79 -269 -0.12 -433 -0.17 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間78組合（23,944名）、夏季のみ70組合（11,250名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。

１．年間回答妥結集計結果

【額集計】

集計組合
2020 2019実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 30 7,590 1,103,571 1,059,629 1,200,084 1,115,722 -96,513 -56,093 

【月数集計】

集計組合
2020 2019実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数

計 54 19,014 4.23 4.01 4.44 4.26 -0.21 -0.25 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥,年間回妥含む

【額集計】

集計組合
2020 2019実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

計 71 14,021 508,814 439,793 550,594 469,147 -41,780 -29,354 

【月数集計】

集計組合
2020 2019実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数

計 94 25,448 2.03 1.80 2.17 1.98 -0.14 -0.17 

連合新潟　2020春季生活闘争 第８回集計結果（7月13日現在）

　

６
月
26
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
第
66
回
地
方

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
地
方
委
員
会
は
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
会
場

入
場
者
数
を
通
常
の
50
％
程
度

と
す
る
こ
と
か
ら
、
議
案
書
を

事
前
に
メ
ー
ル
で
送
付
し
、
質

疑
を
受
け
付
け
、
参
加
者
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
牧
野
会
長
か
ら
、

「
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
で
多
く
の
組
合
員
・
働
く
仲

間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
変

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会

�

～
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出
す
～

な
ご
苦
労
、
ご
奮
闘
を
続
け
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

未
曾
有
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
は
社
会
、
経

済
、
雇
用
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

急
激
な
経
済
環
境
の
変
化
の
も

と
、
働
く
者
が
等
し
く
不
安
に

感
じ
た
の
は
雇
用
保
障
で
あ
り
、

小
泉
政
権
時
の
『
聖
域
な
き
構

造
改
革
』、
行
き
過
ぎ
た
規
制

緩
和
が
も
た
ら
し
た
結
果
だ
。

連
合
新
潟
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
暮
ら
せ
る
当
た
り
前
の

社
会
で
あ
る
、『
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社
会
』
の
実
現

に
向
け
て
、
す
べ
て
の
働
く
仲

間
の
先
頭
に
立
ち
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
第
65
回
地

方
委
員
会
以
降
の
活
動
報
告
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の

中
間
ま
と
め
に
関
す
る
件
、
２

０
２
０
年
度
上
半
期
財
政
報

告
・
会
計
監
査
報
告
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
役
員
交
代

の
承
認
に
関
す
る
件
、
２
０
２

０
春
季
生
活
闘
争
中
間
ま
と
め

に
関
す
る
件
、
２
０
２
０
年
度

後
半
の
活
動
に
関
す
る
件
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
定
昇
込
み
平
均
賃
上
げ
額

は
、
昨
年
同
時
期
を
若
干
下
回

る
も
の
の
概
ね
こ
こ
数
年
の
賃

上
げ
の
流
れ
を
引
き
継
い
だ
も

の
で
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
状

　

７
月
４
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
第
３
回
地
協
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
24
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
３
月
に
予
定

し
て
い
た
第
２
回
の
会
議
は
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
と
し
た
た
め
、
７
か
月
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
地
協
代

表
者
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る
各
団
体
へ
の

要
請
や
、
今
後
の
会
議
・
活
動

へ
の
対
応
を
確
認
し
た
ほ
か
、

連
合
総
対
話
の
開
催
に
つ
い
て
、

第
49
回
衆
議
院
選
挙
に
向
け
た

当
面
の
取
り
組
み
、
労
福
協
事

業
に
つ
い
て
の
確
認
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

況
の
中
、
組
合
員
の
努
力
と
経

済
に
対
す
る
労
使
の
責
任
で
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
協
議
・
交
渉
を
行

っ
た
結
果
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
特
に
中
小
組
合
の

賃
上
げ
分（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）が
、

大
手
を
上
回
る
金
額
で
あ
る
こ

と
は
「
自
ら
の
賃
金
水
準
」
を

意
識
し
た
取
り
組
み
が
前
進
し

て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
中
小
組
合

の
賃
金
水
準
は
い
ま
だ
に
低
位

に
あ
る
た
め
、「
個
別
賃
金
実

態
把
握
」「
賃
金
制
度
の
確
立
」

に
向
け
た
取
り
組
み
に
加
え
、

加
盟
組
合
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
在
り
方
な
ど
も
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
年
の
取
り
組
み
と
課
題
は

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
に
つ

な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
牧
野
会
長
よ
り

「
今
後
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
で
、
求
め
ら
れ
る
変

容
に
関
し
て
も
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
乗
り
越
え
て
い
こ
う
」

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
こ
う
」
と
、
力
強
い
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

第
66
回
地
方
委
員
会

7か月ぶりに開催
　

７
月
４
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
に
い
が
た
ユ

ニ
オ
ン
第
26
回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
や
ユ

ニ
オ
ン
地
協
支
部
役
員
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
定
期
大
会
は
３
月
に

開
か
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
、
延
期
と
し
、

４
ヵ
月
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
、

三
密
対
策
を
お
こ
な
い
、
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
林
委
員
長
は
「
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

大
会
が
延
期
に
な
り
ご
了
承
頂

き
た
い
。
こ
の
状
況
の
中
、
労

働
相
談
の
電
話
が
増
え
て
い
る
。

臨
時
・
派
遣
・
パ
ー
ト
の
方
や
、

中
小
零
細
企
業
で
働
い
て
い
る

方
に
は
、
し
っ
か
り
ユ
ニ
オ
ン

に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
労
働

者
・
働
く
者
の
権
利
を
獲
得
し

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
第
26
回
定
期
大
会

第 ３ 回
地協代表者会議

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
！
」

　

感
染
症
の
影
響
で
、
ま
だ
街

頭
宣
伝
な
ど
は
活
動
の
一
部
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
労
働
者
へ
寄
り
添
う
活

動
の
重
要
性
は
増
し
て
い
き
ま

す
。
連
合
新
潟
と
各
地
域
協
議

会
で
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
活
動
報
告
、

会
計
報
告
の
確
認
に
続
き
、
２

０
２
０
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、

「
連
合
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
で
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の

果
た
す
役
割
を
再
認
識
し
、
連

合
地
協
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
や
、
ユ
ニ
オ
ン
地
域

支
部
と
の
連
携
・
情
報
提
供
・

仲
間
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
な
ど
を
提
案
し
承
認

さ
れ
ま
し
た
。



連　　　合　　　新　　　潟

講師の佐藤組織アドバイザー

相談対応に協力いただいた
　　　　　女性委員の方々

要請書を手交する岡島男女平等委員長（右）
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それは◯◯が
やること

相変わらず
不公平

以前から分担
している

これを機会に
分担した

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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夏
ら
し
く
な
い

夏
が
や
っ
て
き
た
。

今
年
の
夏
は
甲
子

園
大
会
も
な
け
れ

ば
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

も
な
い
。
炎
天
下

の
中
、
高
校
生
た
ち
が
こ
れ
ま

で
の
汗
と
、
努
力
の
結
晶
を
ぶ

つ
け
る
そ
の
姿
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
に
、
そ

ん
な
夏
は
ど
う
や
ら
や
っ
て
こ

な
い
。

　

今
年
の
夏
は
、
ど
う
や
っ
て

夏
を
感
じ
よ
う
か
。�

（
Ｔ
）

6月ホームページアンケート結果発表
質問：６月のHPアンケートは『家事・育児はしっかり分担でき
ていますか？』でした。６月が連合の男女平等月間であることや、
在宅勤務の増加などに関連してお聞きしてみました。
　見てのとおり現状を不満に思う方がまだまだ多くいて、「所詮、
家事育児は◯◯がやること・・・。」なんて諦めのコメントが聞
こえてきそうな結果になってしまいました。
　しかし、２割近くの方々はこの機会に分担したとのこと！業務
によってテレワークやWeb会議などやればできたように、仕事と
家事の分担もやればできるはずです。この機会に自分が家庭でで
きることなどを考え直してみませんか？
　さて今月のHPアンケートは、「在宅勤務」に関してです。連合
新潟ホームページから投票ください。

「はたらくを学ぼう！
クラシノ応援団」

新潟県内で働く人たちでつくる連合新潟の提供でお送りする、

FM-NIIGATAで第１・３金曜日
14：50～14：55  OA！

結成30周年記念企画　連合新潟ラジオCM

連合新潟を構成するさまざまな組合の方々からお話しをうかがって、

「はたらく」 について考えていく番組です！

　　　パーソナリティは 　鎌田アレクシッチさやかさん

	 第19回	 ８月７日	 全労金
	 第20回	 ８月21日	 ヘルスケア労協

これから出演する組織はこちら！

　

６
月
23
日
、
連
合
北
陸
ブ
ロ

ッ
ク
最
低
賃
金
担
当
者
会
議
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
、
北
陸
４
県

の
２
０
１
９
年
度
最
低
賃
金
審

議
経
過
と
課
題
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
段
に
は
連
合
総
合
政
策
推

進
局
・
冨
田
総
合
局
長
か
ら
２

０
２
０
年
最
低
賃
金
審
議
に
向

け
た
基
本
的
な
考
え
方
に
加
え

て
、
中
央
最
賃
審
議
会
に
お
け

る
目
安
答
申
と
地
方
最
賃
審
議

へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
全
世

代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
の
中

で
、
安
倍
総
理
が
最
低
賃
金
に

つ
い
て
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣

に
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状

況
を
考
慮
し
検
討
を
」
と
発
言

す
る
な
ど
、
今
年
度
の
審
議
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
、
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
だ
か
ら
こ
そ
、
長
年
の
格
差

拡
大
が
引
き
起
こ
し
て
き
た
現

実
の
姿
や
、
労
働
者
の
生
計
費

や
賃
金
の
状
況
な
ど
も
含
め
、

改
め
て
直
視
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
働
く
人
の
セ
ー
フ

労働相談体制
の強化

相談ダイヤル担当者研修会

　

６
月
13
日
、
全
国
一
斉
労
働

相
談
に
む
け
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

担
当
者
研
修
会
を
開
催
し
体
制

の
強
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
影
響
で
、
従
来

１
日
か
け
て
実
施
し
て
い

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
、

午
前
中
の
み
の
開
催
で
、

20
人
が
参
加
し
、
佐
藤
組

織
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
労

働
相
談
を
受
け
る
際
の
対

応
の
仕
方
や
改
正
労
働
基

準
法
の
確
認
な
ど
の
講
義

を
受
け
、
筒
井
副
事
務
局

長
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に

寄
せ
ら
れ
た
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
の
相
談
内

容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 　

連
合
新
潟
女
性
委
員
か
ら
相

談
員
と
し
て
多
く
の
協
力
を
い

た
だ
き
相
談
対
応
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

新
聞
で
の
広
告
、
各
地
方
紙
の

記
事
な
ど
で
周
知
を
は
か
り
、

相
談
は
２
日
間
で
９
件
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
う
ち
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
の
相
談
は
６
件
で
、

　

６
月
15
日
～
16
日
の
２
日
間

「
女
性
の
た
め
の
連
合
全
国
一

斉
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

～
職
場
で
悩
む
あ
な
た
を
応サ
ポ
ー
ト援

し
ま
す
！
～
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
相
談
も
受
付
中
～
を
実
施

２
０
２
０
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
担
当
者
会
議

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

�

最
低
賃
金

労
働
局
へ
雇
用
に
お
け
る

男
女
平
等
に
関
す
る
要
請
を
実
施

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
す

る
水
準
へ
の
引
き
上
げ
を
め
ざ

す
た
め
、
今
年
度
は
今
ま
で
以

上
に
地
方
の
審
議
が
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
。
地
方
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
協

議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

連
合
で
は
、
６
月
を
男
女
平

等
月
間
と
し
、
６
月
15
日
、
男

女
平
等
委
員
会
と
女
性
委
員
会

が
合
同
で
、
新
潟
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
へ
雇
用
に
お
け

る
男
女
平
等
に
関
す
る
要
請
を

行
い
、
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
男
女
平
等
委
員

会
の
岡
島
委
員
長
か
ら
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
不
合
理
な
待
遇
差

の
解
消
に
向
け
た
指
導
強
化
、

性
的
指
向
・
性
自
認
（
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
）
に
関
す
る
差
別
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
仕
事
と
不
妊
治
療
な

ど
の
継
続
的
な
研
修
の
実
施
な

ど
、
７
項
目
の
要
請
書
を
手
交

し
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
新
潟
県
は

男
性
の
育
児
休
業
率
が
低
い
こ

と
か
ら
取
得
率
向
上
の
た
め
助

成
金
の
周
知
の
お
願
い
や
、
不

妊
治
療
に
つ
い
て
理
解
が
ま
だ

ま
だ
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
周

知
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
伝
え
、
有
意
義
な
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

連
合
は
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
に
向
け
て
今
後
も

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

「
今
回
の
休
業
以
降
シ
フ
ト
を

減
ら
さ
れ
、
手
取
り
が
減
っ
て

困
っ
て
い
る
」「
上
司
か
ら
の

パ
ワ
ハ
ラ
に
困
っ
て
い
る
」
な

ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
連
合
は
６

月
を
「
男
女
平
等
月
間
」
と
定

め
、
連
動
し
た
取
り
組
み
と
し

て
「
男
女
平
等
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
を
実

施
し
て
お
り
、
連
合
新
潟
で
も

そ
れ
に
呼
応
し
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
連
合
新
潟
は
、
多
く
の

女
性
が
抱
え
る
職
場
で
の
悩
み

を
解
消
す
る
た
め
に
今
後
も

応サ
ポ
ー
ト援
し
ま
す
。
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